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世界に先駆けて様々なHTML5ブラウザ上で高精度な音声認識を利用可能とする技術の開発

ならびに、クラウド型音声認識サービス“SpeechRec for Browser”の販売開始について
 

～ソフトウェアのインストールなしで、様々なブラウザ上で音声認識が可能な
 

Webアプリケーションの開発を支援～

　日本電信電話株式会社（以下NTT、本社：東京都千代田区、代表取締役社長：鵜浦 博夫）は、世界に先駆けて様々な

HTML5（※注1）ブラウザ上で事前のソフトウェアのインストールが不要で高精度な音声認識を利用可能とする技術を開発し

ました。
 

　また、エヌ・ティ・ティ アイティ株式会社（以下：NTTアイティ、本社：神奈川県横浜市中区、代表取締役社長：長谷 雅彦）

は、本技術をNTTより取得し、「HTML5ブラウザによる音声認識サービス“SpeechRec for Browser”」として、2014年10月よ

り、国内にて販売を開始する予定です。

開発の背景

　これまでWebブラウザで音声認識を利用しようとすると、事前にソフトウェアのインストールが必要であり、使い方やブラウ

ザも限られるという問題がありました。また、アプリケーションを開発する側から見た場合、ブラウザ毎のソフトウェアの開発

が必要であるなど、複数のブラウザに対応するためには、個別の対応が必要でした。

技術のポイント

　本技術では、W3C（※注2）で仕様策定が進められているJavaScript APIを組合せることで、端末種別、OSの違いによらず、

HTML5ブラウザから音声認識を使ったサービスの利用を可能としました。これにより、ウェブ閲覧者は、特別な準備をするこ

となしに音声認識を使ったWebアプリケーションの利用が可能となります。
 

　さらに、様々な利用環境での使用に対応するため、周囲騒音に頑健な音声区間検出機能（※注3）も兼ね備えており、周囲

環境によらず、高精度な音声認識が可能となりました。

今後の展開

　今後、Webブラウザを搭載した端末が拡大していくことで、モバイル端末に加え、自動車やデジタルサイネージなど、さまざ

まな利用シーンでの音声の利用も期待されます。従来のWebアプリケーションに、音声認識を始めとする音声入力のインタ

フェースを容易に追加可能になることで、音声入力をトリガとした様々なサービスの発展が期待されます。

　NTTアイティはこれまで、多様な環境下で利用可能な高精度日本語音声認識ソリューション“SpeechRec”を展開してきまし

た。“SpeechRec for Browser”は、高機能な音声区間検出機能を備えた音声認識機能をHTML5ブラウザだけで利用するこ

とができるため、既存のWebページへの音声認識機能の追加が簡単に行えます。また、他の利用企業との共有型サービス

とは異なり、専用の認識辞書を利用することで製品の独特な固有名詞なども精度良く認識することができます。
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　NTTアイティは、本サービスをいち早く提供することにより、Webページ作成ベンダと連携した企業や自治体のWebページの

価値向上や、SIベンダと連携しモバイル環境でのタブレット端末を活用した報告システムの利用率向上など、音声認識の利

用の幅を広げシェアの拡大を図っていきます。
 

　さらに、WebRTC（※注4）を活用したアプリケーションとの連携による新たな通信サービスや、対話や翻訳などのサービスと

連携したサイネージサービスの創出など、音声認識を活用した新たなサービスの創出に貢献します。

＜NTT＞

様々なHTML5ブラウザ上で高精度な音声認識を利用可能とする技術開発について

開発の背景

　ブラウザに音声操作のための音声認識機能を導入するためには、専用のアプリケーションを新規に構築する、もしくは予

め特定の音声認識エンジンが導入されている特定のブラウザ上のみで動作するWebアプリケーションを構築する必要があ

り、様々なサービスで音声認識を実現したい事業者にとって大きな障壁となっていました。

技術のポイント

　各JavaScript APIの標準化に向けた取組み状況を勘案した上で、幅広いブラウザで実装が進んでいるものを組み合わせ

て利用することで、端末のマイクデバイスからの音声取得を実現しています。また、ストリーミング形式による音声認識を実

現するために、WebSocketを利用したリアルタイム通信により利用者の体感品質向上に努めています。

　ユーザの発話の経過に応じて特徴的に変化する音声区間密度に注目し、これを独自の発話モデルにより処理することに

より、音声区間検出の精度を最大で15％向上、音声と特徴の似た雑音に対しても高い精度で音声区間を検出することに成

功し、発話終了の微妙なタイミングを正確に検出することが可能になりました。

販売開始：2014年10月予定（2）

販売価格：NTTアイティにお問い合わせください。（3）

販売エリア：日本国内（4）

詳細は＜NTTアイティ＞「HTML5ブラウザによる音声認識サービス“SpeechRec for Browser”」について参照※

HTML5：2014年冬に正式な仕様として勧告が行われる予定のHTMLの次期仕様を指します。より広い意味で、従来では実現できなかっ

たWebアプリケーションを実現可能にするためのWeb関連技術を含めてHTML5と呼ばれる場合もあります。

※注1

W3C（World Wide Web Consortium）：Web技術の標準化と推進を目的とした、会員制の国際的な産学官共同コンソーシアムのことで

す。

※注2

音声区間検出機能：雑音の混じった音声から、実際に人がしゃべった音声区間のみを抽出する技術。※注3

WebRTC（Web Real-Time Communication）：ブラウザ間でリアルタイム通信を実現するための技術です。W3Cなどで標準化に向けた

取組みが進められています。

※注4

幅広いブラウザでの動作を可能とするJavaScript APIの選択<1>

高精度な音声区間検出<2>



＜NTTアイティ＞

「HTML5ブラウザによる音声認識サービス“SpeechRec for Browser”」について

サービスの概要

　本サービスでは、NTTメディアインテリジェンス研究所が開発した高性能な音声認識エンジンであるVoiceRexを採用してい

ます。今回、NTTサービスエボリューション研究所のHTML5コンテンツ上での音声認識実装技術を採用し、新たな利用形態

として、HTML5ブラウザで音声認識を利用できるようにするサービスを提供致します。これにより音声認識機能を活用するア

プリケーションを簡単に構築できます。
 

　他の利用企業との共有型のサービスと異なり、認識辞書や言語モデルなどのカスタマイズにも対応できます。さらに、ユー

ザがどのような用語を検索しているかなど、企業にとってマーケティングなどの面で重要なアクセスログの取得・分析も可能

です。
 

　NTTが新たに開発した高機能な音声区間検出機能を備えており、高騒音下でも頑健な音声認識が可能となります。これに

より、自動車内、駅構内や工場などこれまで音声認識の利用が困難だった環境でも使えるアプリケーションが開発可能とな

ります。
 

　音声データの処理をクラウド側に集約しているため、他の様々なサービスとの連携が容易になります。HTML5ブラウザを

用いたサービスとして、WebRTCを利用したWeb会議などが出てきていますが、リアルタイムで議事メモを作成するなどのア

プリケーションの構築がより簡単になることが期待されます。また、対話や翻訳などのサービスと連携した新たなサイネージ

サービスの創出も期待されます。



適用例

検索キーワード入力

通販サイトでの商品名や個数などの項目入力

ブログやSNSなどでのテキスト入力

タブレット端末を用いた業務報告、データエントリシステムなど

WebRTCアプリとの連携

対話型サイネージサービス

開発内容に関する問い合わせ先

日本電信電話株式会社

NTTサービスイノベーション総合研究所 広報担当
 

TEL：046-859-2032
 

E-mail：randd@lab.ntt.co.jp

 NTTのR&D活動を「ロゴ」として表現しました

SpeechRec for Browserの販売に関する問い合わせ先

エヌ・ティ・ティ アイティ株式会社

音声事業部

TEL：045-651-7512

E-mail：info-vcj@ntt-it.co.jp

ニュースリリースに記載している情報は、発表日時点のものです。現時点では、発表日時点での情報と異なる場合がありま

すので、あらかじめご了承いただくとともに、ご注意をお願いいたします。

http://www.ntt.co.jp/RD/news/detail/rd-logo.html
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